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東大寺二月　堂声明(ⅩIトb)

湖　六　帳亨・"t　・　>":>　言m　蝣[r

牧　　野　　英　　三

(奈良教育大学音楽教室)

(昭和59年4月28日受理)

I　は　じ　め　に

前稿の東大寺二月堂声明(XII-a) ｢過去帳｣では､その冒頭より全体の12%にあたる｢459｣

｢奉宝物慶玄法師｣までの部分の音楽的構成を本文ならびに旋律譜をもって検討した｡本稿はそ

のあとを受け､ ｢460｣ ｢水田施入珍禅法師｣より末尾の｢3752｣ ｢贈権大僧正新薬師寺隆聖｣にわ

たる3053霊の含まれる部分について検討を加える｡

｢訊詞文｣は本来死んだ人のために供物をし､その冥福を祈る気持を表わすため､僧に読んで

貰うための経文を意味しているが､ここでは施主の願いの趣旨を大導師が毎日初夜に独特の節廻

しで唱える願文をいう｡その内容は練行衆一同､施主個人の現在者に関する祈りの現在句と､練

行衆一同､施主個人の過去者に関する祈りの過去句に分けることができる｡読み上げの順序も前

述の通りである｡現在句についてはその時代の世相を厳しく反映している内容のものが多く､伝

統を護持する修二会の中にあって格別の性格をもつものと言えよう｡

II　音楽的構成について

｢過去帳｣　過去帳は前稿でも述べた如く､過去者の年代と唱諭の態様(テンポ､リズム､主

要な音の高さ､旋律型､終止等)により初段､第二段(中駈ケ)､第三段(早駈ケ)の3つに区分

きれる｡従って第三段では最後尾の36霊は僅かにテンポを落すが他は総て｢早駈ケ｣になるため､

可能な限りの速さで唱えられるJ-120を優に越す｡リズムは1泊を♪とし,長音の2拍は｣で
+s. -L一

表示した｡例えば｢施入セル｣は♪JJ｢と記し､ ｢平時房｣はrmjttjと記した｡従って

拍子の設定は不可能である｡また音程が変った場合は長音でも√コのように表わした｡

第三段に入って113番目に当る本稿冒頭の｢460｣ ｢水田施入珍禅法師｣の旋律はeのみで唱え

られ､第三段における旋律構成の典型的な例を示している｡ ｢464｣ ｢465｣ ｢475｣ ｢476｣ ｢477｣等｡

また｢461｣の｢水田施入寛仕阿闇梨｣ ｢462｣の｢奉宝物尼智阿弥陀仏｣におけるfiSは句の頭部

を明確にし､かつ詞のアクセントを強調するのに効果的で､ eを主にした音進行の中で重要な役

割を果している｡ ｢667｣ ｢672｣ ｢678｣ ｢679｣ ｢487｣ ｢488｣ ｢489｣ ｢492｣ ｢494｣ ｢497｣ ｢498｣ ｢501｣

等にその例を見ることができる｡また｢463｣のように句の最後の抱を色からfi'Sに尻上りにも

って行く型が見られる｡ ｢477｣ ｢491｣ ｢541｣ ｢543｣ ｢560｣ ｢573｣ ｢581｣ ｢597｣等はこの型に属す

る｡更に｢466｣の末尾にあらわれる終止に際しての音の動きは､過去帳全般を通じて見られ､

極めて印象的､性格的な旋律処理をしている｡原本にはこの箇所に･印と小さく｢結｣の字が記
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されている｡この箇所に当てられている詞は僧位､房名､俗名等で､律師､大夫､法橋､房､法

師､長印､五舎太郎､僧都､大徳､定春､法眼､印房､陀仏､妙縁等の19箇所がこの旋律で処理

されている｡能､狂言､歌舞伎等の台詞の抑執こ酷似しているが寧ろ息継ぎの箇所を指定したも

のと思う｡終止の箇所の間隔は必ずしも一定ではなく､ 3-13霊の差がある｡従ってこの指定箇

所以外での息継ぎもあり得る｡

なお｢671｣ ｢法華経一部開結二経施入比丘尼妙縁｣の次の｢永実大法師｣より｢3715｣ ｢活岳浄

実信女｣までの部分3043霊の部分については読み役のその折の判断に任せられ､箇所､数が抜き

読みされる｡本稿はその1例で21霊が唱えられている｡

明治22年以降現在までの36霊については記載順に全部唱えられる｡この部分での旋律線は総て

色で占められ､前述の終止も見当らない｡最後の｢かう候｣は一息入れてからゆっくり威かに唱

えて過去帳を締括る｡

東大寺上院修中過去帳はその健lj本のその時代時代の政治､経済､宗教､文化の歴史でもある｡

そしてそれは大仏殿､二月堂を軸として展開されていると言っても過言ではない｡大仏殿建立時

の聖武皇帝､光明皇后､行基､艮舞等､また一方､ ｢材木知識51590人｣ ｢役人知識1665071人｣ ｢金

知識372075｣ ｢役人54902人｣と庶民の労力､経済力等の結集があったO東大寺別当真言の弘法大

師空海｡治承4年平重衝によって焼かれた大仏殿の再建に尽した源頼朝､更に永禄10年､松永久

秀により焼失した大仏殿を再建した公慶上人､寛文7年の二月堂炎上の醸し庶民の示した｢奉同

心合力某｣の移しい数｡大仏殿は､二月堂は東大寺の厳しい華厳の護持､苦しい勤進の歴史と更

に多くの庶民の支え､信仰があって今日の姿を保って来たものと恩われる｡過去帳はその意味で
gncy^gj

も他に類例を見ない格段の意味をもつ｡内手洗を間に毎日唱える神名帳と5日, 12日の2回のみ

の｢過去帳｣が相対時しているが､巧まぬ構成の妙を感ずる｡

｢狙詩文｣　訊詞文は初夜内手洗の後､祈願作法の中で唱詞される｡内陣出仕後､ 1神分､

2　過去帳､ 3　神分､ 4　施主帳､ 5　神分､ 6　神分､　7　加供帳､ 8　神分(但し2､

3､ 4は5日と12日のみ)が大導師によって唱詞されるが､訊葡文はこれに引き続いて唱えるO

譜1は練行衆一同の現存者に関する祈りで14日間同文のものを用いる｡その年の大導師が起草す

る.音は色､fiSに限られ､稀に詞章の冒頭にhを用いることがある｡詞の拍数により色の反復

の回数､それに石Sの反復の回数が異なり､終止は最後の丘Sからeに進んでピッチを下げて
上-　　　　　　　　　/>一

消す｡ ｢敬って目す訊論文の事｣ ｢一一祈らんが為｣等の箇所にこの手法を用いているが､訊詞文

における最も特徴的な音の動きであるO　これは各詞章の段落に必ず使用されている｡時に原水爆

の禁止を訴え､また時には高度経済成長による人間喪失の不安世相を戒め､天下泰平万民快楽を

祈るO最初に唱讃される識語文は最も長く前記のように現在句を用いる｡

2も現在句で入試の合格祈願の訊詞文であるO入試地獄の世情を想わせるO　3も現在句｡これ

も入試合格の説話文の一例である｡ 4は過去句で護国の英霊並に全世界の戦役者の菩提を弔うた

めの訊諦文の例である0　5は現在句で悩みごとの解決されること祈っている｡ 6､ 7は現在句で

無病息災､求願を祈るためのもの｡ 8は過去句で過去者忠純法師の往生極楽を祈った例である｡

(なお6､ 7､ 8は文のみで旋律譜は掲載していない)

謁詞文最初の現在句を除く他のものは数多く準備されているO施主の願いに従って前掲の他に

｢所願成就｣ ｢現当所求｣ ｢二世悉地｣ ｢現当安穏之巨益｣ ｢逆修菩提｣ ｢現当二世諸願｣ ｢転凡成聖｣

｢出離生死頓証菩提之巨益｣ ｢出過三界｣ ｢成仏得道之巨益｣ ｢出離生死｣ ｢捨妄帰真｣ ｢成等正覚｣

｢法界衆生同証仏果｣ ｢滅罪生善｣ ｢成仏得脱｣ ｢頓証如々｣等を祈願の主旨とした訊論文を大導
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師役は用意して置き､その中から選んで唱詞する｡
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III　あ　と　が　き

過去帳には各時で唱えられる称名悔過､宝号等に見られる旋律､リズムの多彩さ､著しい変容

等は見られない｡あえて言えば節なし､棒読みの場合が多い｡読み役には5日は南衆または参寵

5年目の平衆､ 12日は衆之-と指定されており､ 3年目にして読み役を勤める神名帳とは格段の

差がある｡このことは修二会の中における過去帳の重さを何よりもよく物語っている｡大導師の

代役として勤めるのである｡その内容の豊かさ､重さの故に乏しい音の動きを駆使し､ 40分を起

す読み上げを集中して勤めあげることは至難の業と言えよう｡昭和38年以来の過去帳を耳に蘇ら

せ強く打たれるものがある｡訊詞文で使用される主要な音は2つに限られていなから､夫々の音

の反復の回数で総ての唱句が処理できるように構成されており､大兄擬等とともに独特の風格を

感じさせる｡

この稿に掲げてある過去帳の旋律譜は実際に唱えられている実音ではなく､第三者の理解の便

のため､読み易いよう移謝してある｡旋律譜のe覇童の実音はG堅至で13度の相違がある.

また読み役の声域により過去帳全体の調子において3-5度の差が見られるO過去帳の場合はど

ちらかと言えば低音域での唱詞が効果的に思われる｡

M333M日矧

(1)佐藤道子｢東大寺修二会の構成と所作上｣ ( 『芸能の科学』 6所収)

(2)元興寺文化財研究所(『東大寺二月堂修二会の研究』史料篇･研究爵)

(3)筒井寛秀師所蔵｢東大寺修二会過去帳｣ (写本)

(4)筒井寛秀師所蔵｢東大寺上院修中過去帳(折本写真複写)

(5)清水公照長老所蔵｢説諭之事｣ (昭和38年書新大導師)

(6)牧野英三録音･採譜｢同上過去帳･訊詞文) (昭和38年～昭和59年)

(7)田方広真師所蔵｢過去帳補｣

〔附記〕本稿を纏めるに当り､ど教示ならびに資料を提供して下さいました東大寺前執事長筒井寛秀師､狭

川宗玄師､上司永慶師､鷲尾晋隆師､橋本聖円師､北河公敬師､筒井寛昭師他の各位に心からの謝意を表しま

す｡
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東大寺上院修中過去帳本文(続き)

460水田施入珍禅法師　461水田施入寛什阿閣梨練｡62奉宝物尼智阿弥陀仏　463観音御厨子飼犬防並

鋼香水杓施入比丘尼寿阿弥陀仏　464祐円大法師練　465鋼香水杓施入比丘尼勝阿弥陀仏　466観音卸厨

子飼犬防施大勝寛権律師　467四条天皇　468栗源権律師練｡69錫杖衆袈裟施入別当定豪大僧正.70造

東大寺大勧進行勇法印　471平時房修理大夫　472宗遍法師練　473定慶擬講練　474華厳長吏当院々主艮

禎権僧正　47S平泰時左京権大夫｡76長者大穂練　477四職袈裟並花髪施入比尼丘観阿弥陀仏　478田

畑施入比丘尼実阿弥陀仏　479水田施入幸芸法師　480尊忍法師練　481覚源法師練　482敷地施入木工源

成行和泉権守　483当院大工珍為重　484恵賢大法師錬　485四職袈裟施入薬阿弥陀仏　486寛覚大法師練

487貞禅権大僧都　488玄深法師棟　489浄隆戒和上練　490奉鏡和気友成工守　4gl慶実五師練　492奉宝物慶

,:・iこl'-'1号il　<・:.','し..l､1一･一二　日h:.i :蝣　-I　蝣蝣ゴー｢い5,:.・・':'二::　一J...'11､1,1!.　丁'† I:" -､∴　:一丁;

498水田施大慶裏法橋　499造東大寺勧進慶鑑法眼　500奉称名札藤原氏女　501乗信権少僧都練　502銚

子並薦水器施入愛王女　503田園施入当院前院主聖玄法眼　50凋園施入比丘蓮信505　奉水田比丘尼

浄土房　506練行衆袈裟施入尊意法師　507良遍法印　50掴園施入比丘蓮阿弥陀仏　509線行衆袈裟施

入比丘尼蓮念　510堂司禅事大徳練　5u勝弁大法師練　512長玄法師練　513実観大徳練　514宴永大法師練

515貞道法師練　516造東大寺大行事栄重法眼　517良忠大法師練　518隆賢大徳練　519栄舜法師練　520定重

法師練　521線行衆並時導師念珠施入性尊法師練　522定男法師練　523木守三楽法師　524奉田園福阿弥陀

仏　525奉銭高橋中子　526奉毎年散花々藤原中子　527円乗法師練　528延久大的　529H園並幡花隻施

大槽長印　530燈油銚子施入覚恵法師　531香水杓魔人比丘尼蓮真　53Z田園施入比丘尼観阿弥陀仏

533燈挑箸奉加五舎太郎　534徹帳奉加比丘尼浄阿弥陀仏　535五鉢半畳施入艮賢法師　536実寛法師練

537艮栄法師錬　538聖芸法師練　539定雄法師練　540宗弁大法師練　541弁俊大法師練　542奉称名札尊明阿閣

梨　543奉宝物宗覚法橋練　544円尊大徳練　545奉宝物栄尊法師練　546寛舜大法師練　547沙弥道宗前相模守

548観音徹厨子宝憧施主比丘尼如円　549定覚前戒和上練　550奉木尻金物藤原金女　551回金物施入弥

増女　552蔵円権少僧都練　553奉宝物浄玄大法師練　554前別当定親僧正　555前長官顕朝大納言　556前

別当聖基前大僧正　557田園施大慶重大法師練　558垂範大法師練　559慶範大法師練　560算数小網教千

561奉香水杓藤井友貞　562算数/J＼綱珍慶　563田園施入俊永戒和上練　564定成権律師練　565田園施入慧什

法師練　566木守五楽法師　567光慶大法師　568光印大徳練　569玄測大法師練　570後嵯峨天皇　571幡一

流奉加尼生阿弥陀仏　572定恩大徳練　573毎年燈油施入実弁法師　574奉三両灯油艮叡権少僧都　575堂

童子一徳法子　576礼笠幡旅人良寛阿閣梨　577聖禅極少僧都　578燈油施入俊源法師　579鹿賀大徳練

580燈油施入尼文阿弥陀仏　581力命丸　582理玄大穂練　583叡算大法師練　584宗明五師練　585梁実法師練

586艮顕法師練　587幸源法師棟　588定延法師練　58g快春大徳錬　590重尊大徳練　591奉時導師半畳石清水

検校宮清法印　592算数小網艮慶　593奉鏡並衣寅阿陀仏　594畠施入宗寛法師　5｡5練行衆衣施入実禅

Ll::･､f.-pf.' ､.・'- '*・ト[一間　　-. . ,・'　_・' -.,蝣..,!､コ.- I ‥･.､ :."M・'　▲.I

堂修造前造東大寺大勧進円照上人　602禅覚大徳練　603華厳長吏当院々主前別当宗佐前権僧正　604前

長官経俊中納言　605定縁棒大僧都　606寛活大徳練　687奉念珠比丘如正　608登廊願主木工末守　60,円

舜大法師練　610別当道宝前僧正　611細堂扉金物施入法印権大僧都定春練　612宗成大法師練　613実舜法師練

614前別当道融前僧正　615奉賛物信盛擬講練　616前別当定済前大僧正　61,長春大徳練　618食堂柱施入

執行定厳法眼　619造東大寺大勧進聖守上人　620奉宝物快円擬講　621田園施大木守太郎法師　622順重

法師練　623奉衣袴藤原愛寿女　624明巌阿闇梨練　625党玄大徳練　626奉練行衆袈裟実厳権律師　627香
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水壷並杓子大円艮法師　628盛舜法師練　629奉宝物賢清擬講練　630奉衣尼西印房　631賓榔子念珠施入

泰経法眼　632土羅施入円空上人練　633奉宝物石水権寺主院勝　634覚永大徳練　635艮舜法眼練　636奉鏡

慶成大法師練　637毎年不退檀供施入清原季経右衛門少尉　633奉宝物木工狛宗継　639田園施入重深

法師　640田園施入尊厳大法師　641定英法師練　642質実大徳練　643斎守法師練　644前別当勝信前大僧

正　645奉衣聖範法橋　646衣施入比丘尼法阿弥陀仏　641華厳長吏宗顕法印　6.8信弁大法師練　649叡

兼法師練　650奉宝物実俊法橋　651時導師香炉施入顕実叡講　652田園施入尼法阿弥陀仏　653造東大

寺大行事憲源法師　654定顕法師　655田園並鏡施入幸福女　656俊円大徳棟　657寛慧法印　658奉銅唐

仏供艮憲大法師　659奉銅唐仏供比丘尼妙蓮　醐田園施入比丘尼浄念　661田園施入盛玄法師　662艮

重大法師練　663奉練行衆念珠三十一連石清水宮徳若丸　664親尊凝議練　665敷地施入宗俊法眼　666三

論長者前別当前大僧正聖兼　667奉錫杖僧円晴　668実意法師　66g覚俊大徳　670実暁大徳練　671法華

経一部並開結二経施入比丘尼妙縁

686当院々主貞助法印　705造東大寺大行事法眼玄寛　766華厳長吏当院々主前別当法印権大僧都公

暁　782擬構英海　806布十反施入戒壇院凝然上人　873当寺再興将軍源尊氏前大納言贈左大臣　883定

信大徳練｡5｡堂童子一徳法子　ノ969奉宝興福寺前別当僧正孝俊1151権律師秀恵1473奉宝物三木清

兵衛1810奉造営俊乗上人之御影堂中井大和1899奉鋳大仏殿金蓮華高野山万勝院　2017奉施入来一

百石左大臣秀頼　2499贈東大寺大勧進上人公慶法印大和尚位権大僧都敬阿弥陀仏　2500奉過去帳二

本書写法印棒大僧都晃海　2501時導師半畳施入西井善兵衛　2532奉同心合力藤井喜右衛門　2535奉同

心合力青木孫助　2664奉宝物公盛上人　3314奉宝物隆縁法師(次より明治以降の過去諸霊)

3716華厳宗管長東大寺別当大僧正鼓阪青海　3717華厳宗管長東大寺別当菅沼英樹　3718宝厳院権大

僧都柳原懐円　3719華厳宗管長東大寺別当大僧正戸田英懐　3720中性院僧正平松雷海　3721宝厳院権

大僧都宥海　3722上之坊権大僧都富小路寛巽　3723華厳宗管長東大寺別当大僧正晋円　3724宝珠院僧

正尭恭

3725正観院贈権少僧都性蔵　3726上之坊僧正戒津　3727真言院僧正明淳3728宝厳院公賓僧正　3729東

宝弁準大僧都　373｡華厳宗管長東大寺別当大僧正寛聖　3731華厳宗管長東大寺別当大槽正英慶　3732

贈権僧正元輿寺慧玉　3733華厳宗管長東大寺別当大僧正永純　3734観音院僧正雷清　3735華厳宗管長

東大寺別当大僧正春海　3736元興寺圭真　3737持明院忍隆　3738空海寺意英　7739一徳円清法師　3740

持宝院僧正永晋　3741華厳宗管長東大寺別当大僧正公俊　3742権少僧都瑞応　3743華厳宗管長東大寺

別当大僧正隆慶　3744華厳宗管長東大寺別当明海　3745正観院権大槽正英祐　3746華厳宗管長東大寺

別当大僧正英俊　3747二徳公清法師　3748贈権大僧正無量院瑞真　3749華厳宗管長東大寺別当大僧正

海雲　375｡華厳宗管長東大寺別当大僧正公海　3751忠純法師　3752贈権大僧正新薬師寺隆聖　｢かう

m

訊　　詞　　文

〔現在句〕　1  (鈴三振)

敬って白す訊詞文の事｡三宝衆僧の御布施一基｡右志趣は天下泰安万快楽を祈らんが為め､補

陀落の霊場に話して三箇の金鈴を鳴らすものなり｡夫れつらつら法商自然の相を観ずるに慈雨又
わら

慈光花咲い鳥歌うの歓喜天地に満ち溢る｡然るに人間界独り無始無明の痴闇におおわれ輪廻の轍

を脱することを得ずとかや｡うべなるかな翻って今時人智の向上､科学の発達は未曽有の躍進を

遂げ､人類の幸福弥や増すかに希ひ望みLに､図らずも却って物心の相克知情の離反､加ふるに



(P. 牧　野　英　三

機械の燥音経済の動転愈々俄烈を極め､人間喪失の不安世相を蔽ひ身辺に迫り来るを覚ゆ｡或は

断或は無､孤独寂漠､忽如として足下無底の深淵に臨む｡恐怖又狂煤人間復帰を叫ばんとするも

及ばず､更に東又酉､主義の確執地上各処に猶生命の尊貴をほおむり去らんとす｡之を思ふに人
c-5蝣蝣ォ

為人智の過信は､却って自然の寛容を萎磨凍結するかの観あり｡しばらく首を回らして三恩三省

の期にあらざるや.立に般若と慈悲を掲げて三世通観の妙道を絶叫し玉ひし大聖釈迦牟尼世尊の
く

を要する金言金口､新らたに切々たるものあり｡今年又練行の諸衆日夜悔過俄悔の功力を重ね､

当願衆生の大悲願に預からんとする者なりO仇て責んば毘度遮都の光明遍く衆生界に光被し､観

自在薩唾の慈愛たちまち甘露の法雨を潅いであまねく飢渇の衆生を医やし玉ひ､雑華厳浄の大蓮

華蔵海を荘厳せしめ玉わんことを｡仇而所修如件｡昭和四十二年今月今夜　施主練行衆一同敬っ

て自す｡ (鈴-梶)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔現在句〕　2　(鈴三振)

敬って白す訊詞文の事｡三宝衆僧の御布施一基｡右志趣は登竜の志願を祈らんがため､三箇の

焚鈴を鳴らす者也｡仰ぎ巽くぼ人聖の加被を蒙っては平静の沈着を失わず､年来蛍雪の功全分是

答解することを得て､学業の枢府象牙の宝塔たちどころに其の扉を開き､やがては天分の発揚天

称の自覚以て社会に貢献せんことを｡乃至恵日諸の闇を破り､普く明らけく世間を照らさん｡仇

而所修如件o昭和四十二年今月今夜　施主某　敬って自すO (鈴一握) 〔現在句〕　3 (鈴三振)

敬って目す訊詞文の事｡三宝衆僧の御布施一基､右所志は心中の所願を祈らんが為､補陀落之

霊場に詣して焚鈴を鳴らし､諸尊を驚かし奉る者也｡夫れ恭敬礼拝之量の上には益々一十一面の

擁護に預って､万春の花の匂を施し､従来聴聞之床の下には重ねて普門広大の恩徳を蒙り､千秋

の月光を増し､猶祈らくは学業愈々進み象牙の宝塔其の門扉を閑かん,,仇而所修如件｡昭和四十

二年今月今夜施主練行衆一同敬って自すD (鈴一振)　　　　　　　〔過去句〕　4　(鈴三振)

敬って自す謁詞文の事｡三宝衆僧の御布施-嚢､右志趣者護国の英霊並に全世界の戦役之諸霊

の菩提を弔らわんが為､修二の宝前に据いて三筒の清磐を鳴らす者也｡夫れ観音薩埠者蓮台を捧

げ諸霊安養界に導き玉ひ､兼ては慈悲を遺家族之上に垂れ､国土を安穏に護り玉わんことを｡更

には又六親巻属悉く成仏することを得て代々の幽魂同じく-蓮の花台に坐し､四生の含識も亦上

品内院の宝利に至らん｡乃至有縁無縁同証仏果､仇而所修如件｡昭和四十二年今月今夜　施主練

行衆一同敬って目すO (鈴一振)　　　　　　　　　　　　　　　〔現在句〕　5　(鈴三振)

敬って目す訊詞文の事｡三宝衆僧の御布施一裏｡右所志者断迷開悟祈らんが為､修二之宝前に

脆いて一紙の瞳職を捧ぐる者也｡乞願くは托生を九品の止栄に卜して覚悟を上品の台に関か本｡
乃至群類同生浄土､仇而所修如件｡昭和四十二年今月今夜施主某敬って自す｡ (鎗一握)

〔現在句〕　6　(鈴三振)

敬って目す訊詞文の事｡三宝衆僧の御布施-裏｡右意趣諸某息災延命を祈らんが為､一紙の唾

観を捧ぐる者也｡若し然らば､大慈大悲の利益に預って亀露の齢ひ尽くる事無くして､七難をば

千里の外に払い､七福を両掌の中に納めん｡仇而所修如件｡昭和四十二年今月今夜　施主某敬っ

て白す｡ (鈴一振)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔現在句〕　7　(鈴三振)

敬って白す訊詞文の事｡三宝衆僧の御布施-裏｡右意趣者某現当の求願を祈らんが為､一紙の

唾観を捧ぐる者也O乞原くは本尊海会之誓約を蒙りて鄭⊂ほ忽に椿葉の齢花を開き､当には表裏

の珠宝を麿かんO乃至鉄闘沙界平等普利､仇而所修如件｡昭和五十七年今月今夜　施主某敬って

自す｡ (鈴-振)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔過去句〕　8　(鈴三振)

敬って自す訊詞文の事｡三宝衆僧の御布施-裏､右志趣者忠純法師往生極楽の巨益を祈らんが

為､修二之宝前に据いて一紙の畦境を捧ぐる老也｡乞願くは托生を九品之薬に卜し覚悟を九品の

墓に閲かん｡乃至群類同生浄土､仇両所修如件｡昭和五十七年今月今夜　施主某敬って自すO

(鈴三振)
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過去帳第三段(続き)
Js208◆m

スイデンセ　ニューセル　チンゼンホツ　シー　スイデンセニ1-セルカンジューアジヤ　リ
水　田　施入　　　　珍　樺　法　　師　　水　田　流入　　　寛　什　l珂闇　梨

467　　　　　　　　　　468　　　　　　　　　　469

シジョー　ノ　テンノー　ヨーゲンゴンリツシ　シヤクジョーシ1-ノケ　サ　セ　=1-セ　ル
四　条　　　　天　皇　　巣　政　権　律　師　錫　杖　衆　　袈　裟　施入

5Wt

ベットージョー　ゴーダイソージョー　ゾートーダイジノ　ダイカンジンギもーユーホーイン

別　当　定　　礎　大　僧　正　　　造　東　大　寺　大　観　進　行　勇　漂　印

472　　　　　　　　　　　　473

イブー　ソーへン　ホツシ　ジョーケイギコー
平　　　時　虜　修　理　樟　大　夫○　宗　遍　法　脈　定　座　擬講

474　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　475

タイうノ　トキフサ　シrリノゴンノ

ケゴンノチョーリ　トーインノ　インジュ1)ヨーチョーゴンソージョー　タイラノヤストキ
華厳　　長　吏　当　院　　院　主　良　禎　権　僧　正　　平　　泰　時

476　　　　　　　　　　　477

サキョ-ノ　ゴンノ　ダイブ　リコーキ　ダイトクシ　シキノ　ケ　サ　ナラビニ　ケ　マン
左京　　　権　　大　夫　良　喜　大　徳　四職　　袈裟　並　　　華　葛

セニコrセルビ　ク　ニ　カンア　ミ　ダプー　　デンバタセ=n-セルビクニジツアミダブ
海人　　　比　丘尼　鶴　阿　弥陀仏　　　田　畠　施入　　　比丘尼実　阿弥陀仏

480　　　　　　　　　48 1　　　　　　　　482

スイデンセニor-feU*コーゲイホツシ　ソンニンホツシ　カクゲンホツシ　シキチ
水　田　施人　　事　芸　法　師　尊　忍　法　師　党　源　塔　酎　敷　地

483

セニューセルモツコ-ミナモトノナリユキイズミノゴンノカミトーインノダイク　チンノ
通人　　木　工　混　　　成　行　和泉　権　守　当　院　大　工珍

484　　　　　　　　　　　　　48 5

タメシゲエ　ケンダイホツシ　シシキノケサ　セニューセルヤク　ア　ミ　ダープ-
為　重　虚　餐　大　法　師　四職　袈　裟　雅人　　　薬　　阿弥　陀　仏　0
486　　　　　　　　　　487　　　　　　　　　　　　488　　　　　　　　4

カンガクダイホツシ　チョーゼンゴンダイソーズ　ゲンジンホツシ　ジョーリ-カイワジョー
寛　盛　大　法　師　白　樺　偉大　僧　都　玄　深　沃　師　浄　随　感　和上
490　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　491

カガミタテマツレルワケノトモナリタクミノカミ　キョージツゴ　シー
鏡　　奉　　　　　和気　友　成　工　　　守　　慶　実　五　節

493　　　　　494

ホ　-　モ
宝　　物

タテマツレルキョーエ　ホツシ　　エンザンホツシ　トーユ　セニrセルビクエレンジョT
車　　　　　慶　窟　法　師　円　算　沃　師　燈　油　為入　　　比丘尼連　生
495　　　　　　　　　496 497

ユーケイホッシ　ジューケイホツシ　トーユ　セニrセルビ　ク　ニ　ジョエン
祐　塵　法　師　　集　塵　法　師　燈　油　施入　　　比丘尼　細　線

沸
汁
亜
E
j
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睡
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W
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b
)



スイデンタテマツレルビクニジョ･ドポ-　　レンギ訂シrノ　ケサセニ且-セル
水　田　車　　　　　比丘尼浄土房　0　練　行　衆　　　袈裟雅人

5 07　　　　　　　　　　508

センエ　ホツシリョ-ヘンホツシ　デンオンセニrセル　ピタエ　レンア　ミ　ダブ
等　慧　珪　師　良　遍　法　師　田　薗　施入　　　比丘尼蓮　阿弥　陀仏

510

レンギ訂シ1-j　ケサセh-セルビクニレンネンドーツカサゼンコーダイトク
練　行　衆　　袈裟海人　　比丘尼運　念　堂　司　　禅　車　大　徳

511　　　　　　　　　　　512 513　　　　　　　　　514

ショーベンダイホツシ　チ計ゲンホツシ　ジツカンダイトクエンエイ　ダイ　ホツ　シ
勝　弁　大　塔　所　長　玄　珪　肺　実　朝　犬　猿　宴　永　犬　法　師

516

IJ　蝣1 I.W霞もk^*=aJBti　豆‥手軽Hrl-lrd弓且

o造　東　大　寺　大　行　事　巣　重　法　眼　良　忠

519　　　　　　　　　520　　　　　　　　521

ダイホツシリ1-ケンダイトクエイシヒンホツシ　ジョーチ-ホツシ　レンギョーシュー
大　法　師　隆　野　犬　徳　巣　舜　法　断　定　重　法　師　銀　行　衆

522

ナラビニジド-シノネンジュセニ-セルシ-1′ンホツシ　ジョーユーホツ　シ
並　　　時導　師　念　珠施人　　位　尊　法　師　定　勇　法　師
523　　　　　　　　　　　　　　524　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　525

コモリ　サンラクホツシ　デンオンタテマツレルフクアミダ　プ　ゼニタテマツ
木守　三　糞　沃　蘭　田　園　車　　　　福　阿弥陀　仏　銀　車

526

レルタカハシノナカノコ　マイネンサンゲノハナタテマツレルフジワラノナカノコ
高　橋　　申　　子　毎　年　散　華　華　奉　　　　　　藤　原　　申　　子

528　　　　　　　　　　　529

エンジョーホツシ　ノブヒサノダイゼン　デンオンナラビニバンケマンセニ亡rセルソー
円　果　蔑　脈　延　久　　大　腿　田　園　並　　　幡　花宅茂人　　　　僧

530　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　531

イン　　トーユノチョ-シセニ亡rセルカクエ　ホツシ　コーズイノ　ヒ　サ　ゴ
印　0燈　抽　銚　子施入　　　党　悪　法　断　香　水　　　杓

532

535　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　536

ジ訂ア　ミ　ダプ　ゴタイノバンジ㌢セニ亡rセルリrケンホツシ　ジッカンホツシ
浄　阿弥陀仏　五体　　半　畳　施入　　　良　賢　法　師　実　寛　法　師
537　　　　　　　　　538　　　　　　　　　　　539　　　　　　　　　　　540

リ-エイホツシ　セイゲイホッシ　ジョーオーホツシ　ソ-ベン　ダイホツ　シ
良　巣　法　師　聖　芸　法　師　定　雄　法　師　宗　弁　　大　塔　脈
541　　　　　　　　　　542　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　543

ペンシ立:･タイトク　ショーミ訂ノフダタテマツレ　ルソンミョーアジヤリ　ホ-モタテマツ
弁　俊　大　穂　　称　名　　札　車　　　　　　尊　明　阿智梨　宝　物奉

544　　　　　　　　　　545

レル.A-ガクホ-串訂-　　エンゾンダイトク　ホーモタテマツレルエイソンホツシ
宗　党　法　種　　　田　尊　大　徳　宝　物車　　　　　巣　尊　珪　肺

5 47　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　548

カンシュンダイホッシ　シャミドーソーサキノサガミノカミ　カンノンノ　ミ　ズシ　ノ
電　舜　大　法　新　　砂弥道　宗　前　　相撲　　守　観　音　　　御　厨子

滞
　
増
　
榊
　
出



549　　　　　　　　　　　　　　　　550

ホ　ドーセニrセルビク　ニ　ジョエンジ訂-カクサキノカイワジョーキジリノカナモノ
宝　瞳　魔人　　　比丘尼紺　緑　定　盤前　　　頭　和上　木尻　　金　物

551

タテマツレルフジワラノ　カネコ　オナジキカナモノセエコ㌻セルイヤマスジョゾーエン
車　　　　　藤　原　　　金　子　同　　　金　物　九人　　　弥　増　女　蔵　円

554

ゴンショーソーズ　　ホーモタテマツレルジ昌一ゲンダイホツシサキノペット-ジョーシンソージョー
権　4>　僧　者　宝　物拳　　　　　　静　玄　大　法師前　　別　当　定　業島僧　正

555　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　556

サキノチョーカンアキトモノダイナゴン　サキノベットーリョ-キ　サキノダイソージョー
前　　長　官　腐　朝　　大　納言　　歯　　別　当　霊　墓前　　大　僧　正

558

デンオンセニ≒rセルケイチョ-ダイホツシ　チ才一バンダイホツシ　ケイバンダイホツシ
田　薗　雅人　　　慶　重　大　法　厨　重　j輯　大　塔　師　慶　範　犬　法　師

560

サンズノショーコ　キョーセン　コーズイノ　ヒサゴタテマツレル　フジイノ　トモサダ
算　数　A､鞘　教　千　香　水　　　杓　　奉　　　　　　藤　　　　友　貞
562

サンズノショーコ　チンケイデンオンセニrセルシコンエイカイワジョージョーセイゴンリツ　シ
算　数　LJヽ　綱　珍　慶　田　園　雅人　　　　俊　永　戚　和上　定　成　樟律　師
565

デンオンセニ江･セルエジューホツシ　コモリ　ゴ　ラク　ホツシ　コーケイダイホツシ
田　園　雅人　　　慧什　法　師　木守　　五　菜　　珪　肺:泡　盛　犬　法　師

569 570　　　　　　　　　　　571

コ-インダイトク　ゲンネンダイホツ　シー　　ゴ　サガノテンノー　バンイチリュー
光　田　夫　徳　玄　測　大　法　脈　　0　後　嵯峨　天　皇　噂　一　流

572　　　　　　　　　573

ホーガセルニショーアミダプ　ジョーオンダイトクマイネントーユ　セニロrセルジツベン
車　力口　　尼生l珂弥陀仏　定　息　大　穂　毎　年　燈　油　故人　　　実　弁

574　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　575

ホツシー　サンメンノトーユタテマツレルI上-エイゴンショーソーズ　ドードージ　イツ
法　師　　三　両　　燈油奉　　　　　良　教　権　rJ)　僧　都　堂　童　子　-

576　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　577

トクホツシ　ライドーノ　パンセニ耳.セルリ㌢カンアジヤリーシ計ゼンゴンショー
徳　法　師　礼　堂　　　暗　雅人　　　良　寛　阿闇　梨　聖　樺　権/少

578　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　579

ソーズー　　トーユ　セニ亡rセルシュンゲンホツシ　ライケンダイトクトーユセニ亡rセル
僧　都　　○燈　油　海人　　　俊　源　法　師　瀬　野　大　穂　燈　油苑入

581　　　　　　　582　　　　　　　　583　　　　　　　　　　　　　584

ニプンアミダブ　リキメイマルーリゲンダイトクエイザンダイホツシ　ソーメイゴ　シ
尼文　阿弥陀仏　　力　金　丸　　　理玄　大　穂　叡　革　大　法　脈　宗　明　丘　師
585

リョージツホツシ　リョーゲンホツシ　コーゲンホツシ　ジョーエンホツシ　カイシュンダイトク
梁　実　珪　肺　良　顕　法　師　車　汝　法　師　定　延　法　師　快　春　大徳

591

チ訂ゾンダイ　トク　ジド-シノバンジョータテマツレルイワシミズノケンギョーキュー
重　尊　大　徳　　〇時導　師　半　盛　事　　　　　石　Y昌水　　検　校　富

592　　　　　　　　　　　　　　　593

セイホ-イン　サンズノショーコ　リョ-ケイカガミナラビニコロモタテマツレル
惜　法　ED　　算　数　小　網　良　慶　鏡　　並　　　衣　　奉

594

シンアミダプ　ハタケセニrセルソーカンホツシ　レンギョ-シ=rノコ　ロ　モ　セニr
主盲　阿弥陀仏　畠　　流入　　　宗　寛　法　師　緩　行　衆　　衣　　　海人

596 597　　　　　　　　　　　　598

セル　ジツゼンホツシ　ライシンダイホツシ　シュンケイゴンリツシー　ゼニタテマツ
実　禅　法　師　頼　京　大　法　師　俊　屋　_確　律　師　　鎖　車

599　　　　　　　　　　600

レルサキョ-ノスケアペノスケナオ　シュニ〝＼ンホツシー　ライセンホツ　シ　～
左京　　亮　安倍　賢　垣　俊　遍　法　師　　頼　詮　な　師　　0
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602

ミドーシ1-ゾーセルサキノゾートダ.がノ　ダイカンジンエンショーショーエンゼンカク
御堂　修　造　　　前　　造　東　大寺　:大　勧　進　円　府　上　人　樺　党

603

ダイトクケゴンノチョ-リ　トーインノインジュサキノベットーソーショrサキノ
犬　徳　華厳　　長　更　当　院　　院　主　前　　別　当　宗　佐　前

604　　　　　　　　　　　　　　　　　　605

ゴンソージョーサキノチョーガンツネトシノチコ㌻ナゴン　ジョーエンゴンダイソー　ズ
准　僧　正　前　　長　官　蔽　俊　　中　納言　定　縁　稔　大　僧　都

60 6　　　　　　　　　607. 608

カンセイダイトク　ネンジュタテマツレルビ　ク　ニ　ジョセイ　ノポリノローノガンジュ
〕慧　清　犬　徳　　念　珠　奉　　　　　比　丘尼如　正　　登　　　廊　　慮　主

609　　　　　　　　　　　　610

モツコースエモリ　エンシュンダイホツシ　　ペット-ドーホーサキノ　ダイソージュー
木　工　末　守　　円　舜　大　法　白菅　　別　当　道　宝　前　　　大　僧　　正

611

ミ　ドーノ　トビラノカナモノセニ亡rセルホ-インゴンダイソーズ　　ジョーシュン
御堂　　　扉　　　金　物　施入　　　境　田　龍　夫　僧　都　　定　番　　　0

614

ソーセイダイホツシ　ジツ　5/1ンホツシ　サキノベットードーユーサキノダイソージョ-
宗　成　大　鑑　師　実　　骨　法　師　前　　別　-L-i iH　戚　前　　大1L`M it-
615　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　616

ホ-モタテマツレル　シンセイギ　コー　サキノベットージョーゼイサキノダイソージョー
宝　物主筆　　　　　　侶　盛　擬　講　前　　別　当　定　済　前　　大　僧　正

617　　　　　　　　　618

チョ-シコンダイトクジキドーノ　バシラセニ=セル　シツコ-ジョーゲン　ホー　ゲ　ン
長　春　大　穂　食　堂　　瞳　　海人　　　執　行定　厳　法　眼　　0

619　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　620

ゾートーダイジノダイカンジンショージュシヨーニンホーモタテマツレルカイエンギ　コ-
造　東　大　寺　大　勧　進　璽　守上　人　宝　物車　　　　　快　門　挺　謂

621　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　622　　　　　　　　　623

デンオンセニ亡rセル　コモリタ　ロ-ホツシ　ジュンジョーホッシ　コロモハカマ'顔テマ
田　園　施入　　　　末守　太郎　法　師　順　重　法　師　衣　　幹　　　事

624　　　　　　　　　　　625　　　　　　　　　626

ツレル　フジワラノアイジュニヨ　ミョ-ゴンアジヤリ　カクゲンダイトクレンギョーシコ∴ /
顔　原　　盤　寿女　明　厳　阿闇　梨　盛　玄　犬　徳　続　行　衆

627

ケサタテマツレル　ジツゲンゴンリツシ　コーズイノツボナラビニヒサゴセニューセル
袈裟革　　　　　　実　厳　椎　律　師　香　水　　歯　並　並　杓　　海人

628　　　　　　　　　629
630

ド　ラセニrセルエンクーショーニン　ホーモタテマツレルイワシミズノゴンノテラジュ
土　羅施入　　　円　空　上　人　　宝　物奉　　　　　石　水　　　橋　　寺　主

635

インショーカクエイダイトクリョーシコンホーゲンカガミタテマツレル　ケイジョーダイホッシ
院　勝　党　永　大　穂　良　舜　法　眼　鏡　　奉　　　　　　慶　成　犬法師
637

マイネンフタイノ　ダニペグ　セニューセルキヨワラノスエツネウエモンノ　ショ　　ジョ
毎　年　不退　　　増　供　施入　　　稲　原　　季　擬　石衛門　　　少　　尉

638　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　639

ホ-モタテマツレル　モツコーコマノムネッグ　デンオンセニrセルチョーシンホツシ
宝　物車　　　　　　木　工　事白　　宗　継　　田　園　漉入　　　　電　深　培　師

642

デンオンセニ1-セル　ノンゴンダイ ホツ　シ　ーー　ジョーエイホツシ ケンジツダイトク
胴　囲　施入　　　　尊　厳　大　法　　白市　　0　定　英　珪　肺　野　実　大　穂

停
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643　　　　　　　644　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　645

チョ-シュホッシ　サキノペット-シ蝣3- Vンサキノ　ダイソージョーコロモタテマツレル

育守法師前　別当潜備前　大僧正　亀7車646

シ富-バンホーキョ-コロモセニコrセルビ　ク　ニ　ホーア　ミ　ダブ　ケゴンノチョーリ
聖　範　蔑　橋　衣　　施入　　　比丘尼法　阿弥　陀仏　華厳　　　長　吏

650

ソーゲンホ-インシンベンダイホツシ　エイケンホツシ　ホ　モタテマツレルジツシュン
宗　税　法　印　膚　弁　大　決　断　敢　兼　法　師　宝　物事　　　　　実　俊

5HH 652

ホ-キョ-ジド-シノ　コ一口セエコrセルケンジツギ　コーデンオンセここrセルニホ-
法　橋　時導　師　香　炉施入　　　蹟　実　擬　講　田　園　雅人　　　尼法

654

-　プ　ー　　ゾートーダイジノダイギョ-ジ　ケンゲンホツシ　ジョーケンホ-イン

品蒜畠I孟 0造　東　大　寺　大　行　事　態1尿　蔑　翫　定　額法　日)

656

デンオンナラビニカガミセニューセルコーフクニヨシュンエンダイトクカンエ　ホーイン
田　園　並　　　鹿　　瀬入　　　　幸　福　女　俊　円　大　穂　寛　慧　法　田

659

アカガネノ　カラ　ブツグタテマツレルリョ-ケンダイホツシアカガネノカラブツグタテマツ
封　　　　　唐　　仏　供奉　　　　　良　康　夫法師l材　　　　膚　仏　供奉

rase 完[il l

レル　ビ　ク　エミョ-レンデンオンセニkrセルビ　ク　ニ　ジョ十朱ンデンオンセニkrセル
比丘尼妙　蓮　田　園　施入　　　比丘尼浄　念　田　園　歳入

662　　　　　　　　　　　　663

666

サンロンノチ包-ジヤサキノベットーサキノダイソージョー
宗　俊　法　眼　　〇三　論　　長　者　前　　別　当　前　大　僧　正

ゲ　ンソー.シュンホー

sa山
670

&2=^MM^r｣EZ2f｣}%=^KifL5'mKm抱rlWO-*弓Lと-　gsEi喝GE匹のi]玩ソロ弘zm ss&wej

壁　兼　錫　杖　車　　　　僧　円　晴　実　憩　珪肺鬼　俊　大　穂　実　暁

rwn

ダイトクホケキョ-イチブ　ナラビニ　カイケツニキョーセニ亡rセルビクニミ訂エン
大　穂　法華縫　一　部並　　酵　陪　二蔽　茂人　　比丘尼妙権　　0

腕いて近世以降の分が読役の判断により抜押して韻み上げられるが､

明治以降の分については､謁我の通り全部我諦する.

コ劇E脱調EMi--gsnm uasmm泡^F □

(672　-　685) -･省略｡
(14名)

(687　-　704)　　管略｡
(18名)

(706･-765)　智略｡

(60名)
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ゴンダイソーズ　コーギョー

絶　大僧　都　公　暁

(783-805)　背位｡

(23名)

(807-872) -智略

(66名)
トージサイコーセ;i/5ン計グンミナモトノタカウジサキノダイナゴン

当等再興　　将軍源　　　尊　氏　前　　大納言



ゾーサ　ダ　イ　ジ　ン

階　左　大　　臣

(884-958)　智略｡
(75名)

(874-882) -智略｡

;牀M

ドードージ　イツトク　ホツシ

堂　童　子　一　徳　茂　子

(960､968) -省略｡
em

970-1150

智略

ホーモタテマツレルコ一一フクジノサキノペット～ソージョーコ-シュン　　　(181名)

宝　物奉　　　　　興　福　寺　前　　別　当　僧　正　孝　俊

(1152-1472)　管防｡
(321名)

(1474-1809)　智略｡

(3 36名)

ホ　-　モ　タテ　マツ

宝　　物　車

シュンジ3-i^ヨーニンノミエドー

俊　乗　上　人　　御影堂

(1811-1898)

(88名)

(1900-2016) -･･　背位.

(117名)

(2018-2498)　-･智略｡

(481名)

ヵ　コ缶-エホンショシャシ　タテマツレル　ホ-インゴン多でソーズ　コー　カイ

過去帳　二本　書写　奉　　　　　　　法田推大僧都　晃　海

ジ　ド-シ　ノ　ハンミね-セニ弘一･セ　ル　ニシイ　ゼ　ン　ベエ

2-532　折　半　盛　施入　　西　井酋　兵衛

ド-シンゴーリョクタテマツレルフジイキエモン

同　心　合　力　車　　　　　藤　井喜右直門
2535

ド-シンゴーリョクタテマツレルアオキマゴスケ
同　心　合　力　奉　　　　　　菅　末孫　助

2664

ホ-モ　タテマツレルコ-セイショー=ン

宝　物　奉　　　　　　公　盛　上　人
3314

ホーモ　タテマツレルリコrエンホツシ

宝　物　革　　　　　　隆　掠　法　師
3716

(2502-2531)　書店

(30名)

(2533-2534)　--　省略

(2名)

(2536､2663)　--　曾略o
(128名)

(2665-3313)　- -曹略｡
(649名)

(3315､3715)　--昔時｡

(401名)

ケゴンシコニカンチョ-トーダイジペット｢ダイソ｢:ね･ツ　ザカセンカイ

華厳　宗管　長　東　大　寺別当大僧正鼓阪　青　海
3717

ケ　ゴンお力ンチョートー　ダイ　ジ　ペッ　トー　ダイ　ソー三島-1-ス　ガ　ヌ　マ　エイジュ

3Pl麿　宗管　長　東　大　寺別　当　大

ホーゴンインゴンダイソーズヤナギバラカイエン

宝　厳　院　推　大　僧　都郷　　原　億　円

僧
兎7if沼　　英　樹

ケゴンシrカン　チョ-･

華厳　宗　管　　長

3720

ヒラマツ　シンカイ　　　　　　ホ-　ゴン　イン　ゴンダイ　ソーズ　ユー　カイ

平　松　胃　海　　　　　　　宝　戯　　院　権　大　僧　都　宥　　海

捧
　
増
　
榊
　
〓



ショーカンインゾーショーソーズ　　ショー　ゾー

正　堺　院　触/JB　僧　都　性　　蔵
3727

シンゴンイン　ソー　　ジョーミョ-ジュン

vr　言　院　僧　　正　　関　　澤.
3729

ケゴンシ1-カン　チョ-

3が　宗　管　長

ホーisa.インソージ守一ヰら-キョ-

宝珠　院僧　正　尭　恭
3726

ケゴンシr･カンチョートーダイ　ジ

華厳　宗　管　長　東　大　寺

ベット-ダイ.)-ジョづLイ法ン　　　　　カン　ノン　イン　ソー　ジョーシン　セイ

別　当　大僧正永雑　　　　　観　書　院　僧　正　晋　慣
3735

ケ　ゴユ′　k-カン　チ巳-トー　ダイ　ジ

華　厳　宗　管　　長　東　大　寺
3736

ガン　ゴー　ジ　　　ケ　イ　シ　ン

元　　　熊　　　V　　　32　　　n

ショーカンインゴンダイソージョーエイ　ユー

正　観　院　権　犬　僧　上　英　祐

ケゴン　シューカン　チョートー　ダイ　ジ　　ベッ　トー　ダイ　ソー　ジョーカイ　ウ　ン
華厳　　宗　管　　長　東　　大　寺　別　　当　　大　　僧　正　　海　　雲

3750
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ヤ　マッテモ†スフジュモンノ　コトー-･　サンボ-.>1ソーノオンプセイツカー

ナラスモノナリーー　　ア オギコイネガワクバダイシ3-ノカヒヲ　コームツテハ

鳴らす者　也　　　　仰　ぎ導　　　くば大　聖　の加被を袋　　っては

ゴトシー- ショーワ　ヨン三とrニネンコンガツコンヤ　セシュソレガシウヤマッテ

期　し　　　　昭　和四　十　二年　今　月　今　夜　施主英　　敬　　って

ヤマッテモースフジュモンノコトーー　サンポーシュソーノ

白　す　　　　　敬　　って白　す貌論文　の事　　　　三　宝　衆僧　の

フダラクノ　レイジョー= ケイシテ　ボンレイヲナラシーー　　ショソンヲ　オドロカシ
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マッテモ-ス-ー　　　ウ　ヤ　マッチ　モース　フジュモンノコトーー

って白　ス　　　　　敬~　　って白　す瀦涌文　の事　　　　　三　宝

シヒソーノ　オンプセイツカーー　　ミギシシュハゴコクノ　エイレイナラビニ　ゼン

乗僧　の都　市雅一　泉　　　石　意趣　者護国　の英　霊　並　びに金

サ　ラニハ　マタ ロクシンケンゾクコトゴトクジョープツスルコトヲ　エテ　ダイダイノ

更　には　又　六　窺　尊　属　悉　　　く成　仏　することを得て代　々　の

薄
　
増
　
加
　
出

シ旨ワヨン三豊rニネンコンガツコンヤ　セ　シヒ　ソ　レ　ガ　シウ　ヤ　マウチ　モー

昭　和四十　二年　今　月　今　夜　施主　某　　　　　敬　　　って　白　す
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On the SHOMYO RECITED at the NIGATSUD∂ HALL

of the T∂DAIJI TEMPLE (XIトb)

(Continued from the preceding issue)

With Special Reference to `Kakoch∂'& `Fujumon'-

Eizo Makino

(Department of Music, Nara Universtiy of Education, Nara, Japan)

(Received April 28, 1984)

It is contemplated m this issue to research into the constitution of the rhythm and

intonation of the reciting or chanting of the latter half of the Kakocho, which could not

afford to be referred to in the article of 1983 (XH-a), and that of the Fujumon, recital

of the Kakocho chanted by the officiating priest, Daidoshi, in the early-evening period,

Shoya, every day during the fortnight's ritual.

The recital of the Kakocho, proceeding to the third section, gives way to a monoto-

nous reading, one item after another read out rapidly in a monotone. The List of de-

parted persons from the　丘rst to the 671st is recited in proper order, while the 672nd to

the 3314th are read off at a stretch, some of them skipped over according to the reciter's

judgment. For the part from the Meiji Period (1868-1912) up to date, covering the

3716th to the latest, all-of the departed are mentioned in proper order. The Fujumon is

recited by the officiating priest, who describes what are purported by those who wish

the dead the repose of their souls. It is recited in a tone peculiar but monotonous as

well. What are contained in the Fujumon are prayers for both of the alive and the

dead offered by all the priests participating in the re一igious performance, Shunie, or indi-

viduals devoting themselves to the religious service for the departed. It is a matter of

interest to observe through the prayers that each of the times has Its own religious way

ofthikmg.




